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本学初等教育学科新入生の音楽経験について
On Musical Experiences of New Students Belong 
to Departments of Elementary Education 
of Our Junior College 
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Kenzo KATO Masako KUWAHARA Kiyoko HAYASHI 
I 緒 宅吾E司
本学初等教育学科の「音楽」の指導内容と指導方法を確立するための参考資料として，昭和
51年以来毎年，新入生の音楽経験についての調査を実施してきた。
はからずも，昭和52年に発足した北海道幼児音楽教育学会では，昭和55年度の研究活動の 1
っとして，本学で実施してきたものとほぼ同じ内容の調査を，道内の関係ある短大および養成
所に協力を求めて実施し，短大5校および養成所l所の資料を得ることができた。
この資料をもとにして，広い視野の上に立った研究を進めるため，本学の学生の実態と他学
のそれを比較検討し，分析研究を進めた結果，一応の成果を得たので報告する。
E 調査方法
新入生に対し，入学直後に，下記の 2項目についての調査を行った。
(1）昭和55年度音楽に関する実態調査（別表 1参照）
①音楽の学習状況を知るため，高校での履修状況および校外で受けたレ yスンとその期間，
内容，進度を調査した。
②音楽活動の状況を知るため，中学，高校におけるクラブ活動参加状況および校外におけ
るサークル活動参加状況を調査した。
③家庭における音楽環境とその関心度を知るため，家族の音楽歴，楽器の所有数および音
楽機器の所有数を調査した。
④音楽の好みとその傾向を知るため，愛好する音楽のジャンルおよび好きな音楽家（グル
ープも含む）を調査した。
(2）基礎能力の調査（60分間の試験方式による） （別表2参照）
小・中学校で学習してきた楽典・ソルフェージュ（読譜力・歌唱力）の最低限の内容による
設聞を行った。
皿 調査結果および分析
1. 実態調査
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(1) 高校における音楽履修者
表1 音楽履修状況
中空 名 道 女短 s H H S短 B 短 D f果専 言十
調査 総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
履修者 数
人 % 人 % 人 % 人 % 人 。ん 人 % 人 % 
92 67.6 133 51. 0 41 63.1 72 59. 5 100 70.9 31 64.6 469 60.8 
1単 位 12 8.8 6 2.3 4 6.2 17 14.0 7 5.0 2 4.2 48 6.2 
内 2 21 15.4 28 10. 7 12 18.5 16 13.2 35 24.8 7 14.6 119 15. 4 
3 10 7.4 13 5.0 6 9.2 16 13.2 10 7.1 9 18.8 64 8.3 
4 32 23.5 50 19.2 8 12.3 11 9.0 24 17.0 9 18.8 134 17.4 
5 1 0. 7 10 3.8 4 6.2 3 2.5 8 5. 7 。。26 3.4 
言只 6 11 8.1 15 5. 7 6 9.2 7 5.8 13 9.2 3 6.3 55 7.1 
7単位以上 5 3. 7 11 4.2 1 1. 5 2 1. 7 3 2.1 1 2.1 23 3.0 
否履 ｛傷 者 44 32.4 128 49.0 24 36.9 49 40.5 41 29.1 17 35.4 303 39.2 
高校にかける芸術教科「音楽」には音楽I・ I・皿の3科目があり，それぞれが2単位 （1単
位時間を50分とし．1個学年35単位時間の授業を 1単位と して計算する）をもって構成されて
いる。 これは他の3教科書道 ・美術・ 工芸も同様である。
芸術教科は，上にあげた4教科のうちから，1教科も しくは数教科にわたる選択必修で，標
準単位3単位（職業課程は2単位）を下らないものするとうたっている。
表1による 1単位履修者は，音楽l単位と音楽以外の3教科のう ちからl単位以上を履修し
た者で，変則的で小規模校に多い履修形態である。 2単位履修者は，職業課程出身者も しくは
他教科で1単位以上を履修した者である。 3単位履修者は，増単位1による音楽 Iの履修者で
ある。 4単位履修者は，大声尉莫校もしくは専任の音楽科教諭のいる学校で行なわれている履修
方法によっている者で，最も一般的なものでしたがってその比率が最も高くなっている。 5単
位履修者は，音楽I. JIとそのいずれかで増単位1単位を履修したことになる。 6単位履修者
は，音楽I・ JI・ ilを履修した者で，女子高校で多くみられる履修方法である。 7単位以上の
履修者は，特に音楽に力を入れている女子高校も しくは音楽科を設置している高校の出身者と
みなされる。
このように芸術教科に関しては，その履修方法が学校の規模や芸術科教員の配置さ らに学校
の教育方針等によってまち まちであるのが現状である。
本学の学生はB校についで履修者が多く， 4単位以上の履修者は最高を示している。これは，
初等教育学科という特殊性と入試対策での指導がゆきとどき，それな りの心構えを持った者が
入学してくるためでみろう。
日頃の積み重ねによる学習が大切な音楽では，小 ・中学校に続いて高校でも継続して履修し
てく るのが最も望ましいことである。したがって否履修者が全体で39.2%，本学でも32.4%も
いで，このことが基礎能力の調査の結果が，‘小学校で学んできた基礎的なことがらさえ忘れて
しまっている という姿になってあらわれているとみてよかろう。これは他教科では考えられぬ
現象であり，指導のむづかしさ を感じさせられる問題点である。
(2）学外で受けた特別指導
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表2 特別指導（択一回答）
校 名 道女短 s 1豆 H 短 H S ¥I B I豆 D f呆専 計
調査総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
f困人レ yスン ／、 % 人
。／ 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
69 50. 7 137 52.5 43 66.2 42 34. 7 75 53.2 22 45.8 388 50.3 
音楽教室 33 24.3 79 30.3 4 6.2 14 1. 6 13 9.2 9 18.8 152 19. 7 
言十 102 75.0 216 82.6 47 72.3 56 46.3 88 62.4 31 64.6 540 69.9 
表2は，近年とみに盛んになってきた音楽塾・音楽教室へ，特に，女児をかよわせるのがあ
たりまえのようになってきたことを端的に示している。それにしても驚くべきこの数字は短大
へ子女を進学させ得る経済力を持った家庭なればこそである。
本学の場合， 75%もの者が校外で音楽の学習を経験しており，これはS短大の82.6%につぐ
高率で、ある。
つぎに，その学習した種目と期間を知るため，器楽と声楽にわけで調査した。 l人でいくつ
もの回答をした者があるので，表2の合計数とは一致しないが，おおよその傾向を知ることが
できた。
表3 器楽
校 名 道女短 s 生豆 H 短 H S 安E B 短 D f果専 言十
調査総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
ピ ア ／ 人 % 人 % 人
。ん 人 % 人 % 人 % 人 % 
85 62.5 134 51. 3 34 52.3 44 36.4 66 46.8 19 39.6 382 49.5 
オ jレカ、 ン 23 16.9 66 25.3 4 6.2 10 8.3 25 17. 7 6 12.5 134 17.4 
電子オルガン 8 5.9 23 8.8 5 7. 7 3 2.5 5 3.5 4 8.3 48 6.2 
ギ タ 2 1. 5 1 0.4 1 1. 5 4 0.5 
ノfイオリン 0. 7 1 0.4 0. 7 3 0.4 
づ、 ンノ、 2 0.8 2 0.3 
クラリネ y 卜 0. 7 1 0.4 2 0.3 
等主 4 2.9 3 1. 1 2 3.0 4 2.8 2 4.2 15 1. 9 
目立 1 0. 7 1 0.4 2 0.3 
言十 125 91. 9 232 88.9 46 70.8 57 47.9 101 71. 7 31 64.6 592 76. 7 
表4 器楽の学習期間 （ ）内は無回答
校 名 道女短 s 短 H 士E H S 主E B 1豆 D f呆専 言十
調査総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
1 年以内
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
42 30.9 42 16.1 1 1. 5 16 13.2 21 14.9 5 10.4 127 16.5 
2 年以内 17 12.5 22 8.4 2 3.0 6 5.0 12 8.5 3 6.3 62 8.0 
3 年以内 23 16.9 25 9.6 9 13.8 6 5.0 15 10. 6 4 8.3 82 10. 6 
4 年以内 6 4.4 10 3.8 5 7. 7 9 7.4 10 7. 1 6 12.5 46 6.0 
5 年以 t 37 27.2 81 31. 0 29 44.6 20 16.5 35 24.8 13 27.1 215 27.8 
言十 125 91. 9 180 69.0 46 70.8 57 47.1 百 66.0 31 64.6 ら2占 68.9
表3と表 5を比較すると司器楽が6校合計延数 592名声楽が延数47名と，器楽が圧倒的に多
いのは，女の子に何か lつ生涯役立つ技術を身につけさせようとする親の願望があらわれてい
る。
特に，ピアノ・オルガン・電子オルガン等の鍵盤楽器が過半数を占めているのは，世界的に
もまれな現象で，日本経済の高度成長に関連していることはもち論，西殴文化に対するインフ
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ェリオリテイコンプレ y クスカf人々を.~[R りたててい る こともある 。
また，等 ・三弦等の和楽器を習った者が少数ながらいるこ とは注目 してよい。等のほうが三
弦よりもはるかに多いのは，音楽に高尚なものと低俗なものがあると いう偏見と，音楽に教養
としての意義を見いだそうとする日本人独得の考えかたによるものであろう。
本学の学生が，器楽でも高率を示しているのは，さきにも述べたように，学科の特殊性と，
父兄の職業に教員が多いというこ とに関連するものであろう。
表4で＼学習期間 5年以上の数が際立って多いのは，音楽の学習は，言語の習得と同じよう
に，幼児期から始めたほうが好ま しいとい う考えかたが， 一般に浸透しているからであろう。
また， 学習期間5年以上の比率がS短大とH短大において高いのは， 都市部の学校からの進学
者が大半を占めているという点で納得できる。
表5 声楽
校 名 道女 短 s 短 H H S短 B D f呆 専 計
調査総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
ソルフェージュ
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
3 2.2 10 3.8 1 1. 5 2 1. 7 16 2.1 
コー ルユー ブンゲン 4 2.9 
1. 7 
8 16. 7 
2.9 
コ ン コ 一 平 3 2.2 
3.5 
イタリ ア歌曲 2 1. 5 1 0.4 1 2.1 
4.1 1. 1 
日本歌 曲
言十 12 8.8 11 4.2 1. 5 9 7.4 5 3.5 9 18.8 47 6. 1 
表6 声楽の学習期間
校 名 道女短 s 短 H 午;¥I H S ~.li B 短 D f果 専 言十
調 査 総 数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
1 年 以内
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
8 5.9 6 2.3 4 3.3 5 3.5 3 6.3 27 3.5 
2 年 以内 0. 7 3 1. 1 1 1. 5 4 8.3 9 1. 2 
3 年 以内 2 1. 5 1 0.4 5 4.1 2 4.2 10 1. 3 
4 年以内
5 年以 k 1 0. 7 1 0.4 2 0.3 
言十 12 8.8 11 4.2 1 1. 5 9 7.4 5 3.5 9 18.8 47 6.1 
表5で，声楽のレ yスンを受けた者がきわめて少数なのは，声楽には変声期という関門があ
り，幼時期からの技術習得が不可能に近いことと，歌は専門家を目指すのでなければ習うほど
のものでないという通念によるものであろう。 したがってその学習期間も短いのは当然である。
表6で，Di呆専が高率を示しているのは入試に簡単なソルフェージュを課しているためであ
ろう。
(3）鍵盤楽器 （ピアノ・オルガン） の学習進度
表7の集計方法は，一般的な通念によるテキス トの程度に応じて，初 ・中 ・上級の3段階に
大別した。回答は単ーを求めたものでなく いくつかの回答も含まれているので， 各段階の一般
的な傾向を知るに止まる。
初級の段階での率が，本学とDf呆専で高いのは，本学の場合は入学前の事前指導によるもの，
D f呆専の場合は入試の際の実技として課しているからであると思われる。
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表7 鍵盤楽器の進度
f交 名 道 女短 s 短 H 生E H S 短 B 宅亘 D f果 専 言十
調 査 絵、 数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
ノf イ lレ
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
1二 59 43. 4 87 33. 3 12 18. 5 34 28.1 45 31. 9 23 47. 9 260 33. 7 
初 メトドローズ 2 0. 8 1 1. 5 1 0. 8 6 12. 5 10 1. 3 
ツェル ニ ー 100 5 3. 7 3 1. 1 2 3.0 2 1. 4 6 12. 5 18 2. 3 
ブルグ ミュ ラー 7 5.1 21 8. 0 4 6. 2 9 7.4 17 12. 1 12 25. 0 70 9.1 
級 Yェルニー llO 1 0. 7 1 0. 7 
言十 71 52. 2 ll3 43. 2 19 29. 2 44 36. 4 65 46.1 47 98. 0 359 46. 5 
ツェルニー 30 18 13. 2 4 1. 5 7 10.8 15 10. 6 7 14. 6 51 6. 6 
中 ソ ナ チ 耳、 22 16. 2 19 7. 3 9 13. 8 6 5. 0 16 11. 3 11 22. 9 83 10. 8 
級
／｛、y f、 3 2. 2 3 0. 4 イン vプェンション
言十 43 31. 6 23 8. 8 16 24. 6 6 5. 0 31 21. 9 18 37. 5 137 17.8 
ツェルニ － 40 11 8. 0 1 0. 4 8 12.3 6 4. 3 2 4.2 28 3. 6 
上 ソ ナ タ 15 1. 0 34 13. 0 11 16. 9 8 6. 6 7 5. 0 5 10.4 80 10. 4 
ツェ ル ニー 50 1 。ー7 4 6. 2 1 0. 7 6 0. 8 
級 そ の ｛也 5 3. 7 14 5. 4 7 10. 8 6 5. 0 5 10. 4 37 4.8 
計 32 23. 4 49 18. 8 30 36. 2 14 1. 6 14 10. 0 12 25. 0 151 19. 6 
また，上級程度まで進んでいる者の数が予想以上に多かったのは，器楽の学習期間 5年以上
の経験者が多い（表4）のと符合する。
本学の学生は，入学前の指導でバイエル60番までを学習してく るよ うに指示しであるので大
半が初級の中に入ってくるのは当然であるが， 上級の者が典型的な都市型の学校であるH短大
とさほど聞きのないのは驚きである。 これならば， 全員に中級以上の力を習得させることは必
ずしも無理な要求ではないと信じてよかろう。
(4) 音楽クラブ活動
表8 音楽クラブ活動
中交 名 道女 短 s 短 H H S f-li B 短 D f果専 計
調査総 数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
中 学 人 % 人 % 
人 。／ 人 % 人 % 人 % 人 % 
広d' 8 5.9 14 5.4 3 4.6 11 9.1 6 4.3 4 8.3 46 6.0 
高 校 17 12.5 14 5.4 2 3.0 10 8.3 12 8.5 10 21. 0 65 8.4 
日邑
校 9十 1 0. 7 。。1 1. 5 2 1. 7 4 2.8 2.4 9 1. 2 
中 よ子竺一， 13 9.6 21 8.0 9 13.8 8 6.  11 7.8 4 8.3 66 8.5 
Tロlief
校 10 7.4 18 6.9 6 9.2 6 4.9 9 6.4 1 2.4 50 6.5 
楽
品
校 タト 2 1. 5 。。 1. 5 。。1 0. 7 。。4 0.5 
この調査は，必修クラブ活動を除き，課外クラブ活動についてのみ行った。 校外での活動は
参考までにあげさせたものである。中・ 高校では体育系 ・文化系を含めて数多くのクラブ活動
が実施されているので，音楽関係のクラブに所属する割合が全校の生徒数の5～ 15%というの
がおおよそのめどである。したがって表8に現われた数字は妥当なものであろう。
本学の学生は他と比較して高率を示している。いわゆる進学校出身者が少ないためであろ う。
小 ・中 ・高校共に近年は，器楽クラブの活動が盛んになってきており，その種目も多彩になっ
てきている。それで学生がどのよう な楽器を体験してきたかを調べたのが表9である。ここで
は‘中 ・高校の区別をしないで集計したもので，延数によって一般的傾向を知るに止まる。
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高校の器楽クラフーでは，吹奏楽が最も多く，ついでギター ・マンドリン等のプレクトラムア
ンサンブルその他があげられる。表9では吹奏楽クラブに所属した女子生徒が木管楽器を中心
に金管楽器までも吹奏するようになっていることを示している。これは一時代前には考え られ
なかったことである。木管楽器の中で，クラリ ネット ・フルート・サキソホーン等が多いのは，
女子の身体的条件にふさわしいことと旋律楽器の魅力にひかれてのことであろう。
本学の学生にもある程度の経験者がわるが， 小学校でクラリネ ット・フルート ・トランペッ
ト・ギター ・リ コーダー ・アコーデイオ ン・打楽器等数多くの楽器が使用されるようになった
現在であれば，近い将来に「器楽Jの講義の中でこれらの楽器を使用 した合奏の演習が実施で
きる可能性とその必要性が十分に認められる。
表9 器楽クラブで演奏した楽器
校 名 道女短 s H 短 H S短 B D f果 専 長十
調査総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 λ 772 人
ク フリ午、ット 9 11 4 2 4 2 32 
サキソホーン 4 7 1 2 1 1 16 
フ ルー 卜 3 3 3 1 3 14 
ピ y コ ロ 1 1 2 
トラ ンペッ ト 1 1 2 
ホ Jレ ノ 1 
ユーホニューム 1 2 
ハ ス ノ 1 1 
打 楽 器 2 1 2 5 
ギ タ 2 6 5 1 3 17 
マン ドリ ン 1 4 1 6 
リ コーダー 1 2 2 2 7 
アコーデイオ ン 2 1 3 
ピ ア ／ 2 2 
マ ン ドフ
チ 二三 ロ 1 1 
テ ィ ンパニー 1 1 2 
(5）家庭で所有している楽器
表10は，本人および家庭で所有するすべての楽器について調査したものである。 配列は数の
多いものから順に記載しである。
若者に人気があり，中・ 高校の教育楽器としての普及度も高〈 ，かっ価格も手ごろなギター
が最も多いのは当然といえ る。注目されるのはオルガン ・ピアノの所有数がきわめて多いこ と
である。 単に高度成長時代の産物とは言いきれないものがある。この現象は学外で受けた特別
指導 （表2・3・4）との相関関係によって理解できる。
本学の場合，ピアノ40%とH短大の50.8%につ ぐ高率と なっているが，全道各地域から集ま
っているため，せっかく所有している楽器を生かせないでいる。 対策と しては，休暇に入る直
前に課題を与えて自宅学習をさせているが，将来！学生が自力で
に，演奏法に関するテキストの作成 ・練習曲目の系統化等について本学独自の指導体系をたて
る計画をもっている。
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表10 所 有楽器 （ ）は調査から除外したもの
中交 名 道女短 s 短 H H S ~fi B 短 D f果専 言十
調 査総 数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
ギ タ
人 % 人 % 人 % 人 。／。 人 % 人 。／ 人 % 
78 57.4 103 39.5 25 38.5 41 33.9 47 33.3 30 62.5 324 42.0 
オ Jレカボ ン 55 40.4 104 39. 8 15 23.1 50 41. 3 53 37.6 22 45.8 299 38. 7 
ピ ア ／ 53 40.0 98 37.5 33 50.8 27 22.3 45 31. 9 13 27.1 269 34.8 
リコ ー ダー 75 55. 1 18 27. 7 39 32.3 23 16.3 41 85.4 196 (38.4) 
ハーモ ニ カ 43 31. 6 17 14.0 2 1. 4 37 77.1 99 (19. 4) 
電子オ ルガン 18 13.2 30 11. 5 9 13.8 13 10. 7 4 8.3 84 10.9 
鍵盤ハーモニカ 21 15.4 13 10. 7 10 7. 1 21 43.8 65 (11. 8) 
等 8 5.9 7 2.7 5 7. 7 2 1. 7 7 5.0 2 4.2 31 4.0 
木 琴 9 6.6 2 0.8 1 0. 7 17 35. 4 29 3.8 
フ ル ー ト 5 3. 7 3 1.1 1 1. 5 3 2.3 2 1. 4 14 1. 8 
アコーデイオン 2 1. 5 5 1. 9 1 0. 7 2 4.2 10 1. 3 
オ カ ナ 3 2.2 2 0. 8 2 1. 4 1 2. 1 8 1. 0 
日未 線 2 1. 5 2 0.8 1 0. 7 5 0.6 
トフンペッ ト 3 2.2 2 0.8 5 0.6 
ノ〈イ オリ ン 2 1. 5 1 0.4 3 0.4 
マ ンドリ ン 2 1. 5 1 0.4 1 0. 7 4 0.5 
大 正 主ヲ歪 1 0. 7 2 0.8 3 0.4 
尺 ｝＼ 2 1. 5 2 0.3 
トロ ンボ ン 1 0. 7 1 0.4 2 0.3 
ノfン ジョー 2 1. 5 2 0.3 
クラリネy ト 2 1. 5 3 1. 1 1 1. 5 1 0. 7 7 0.9 
ドラムセ ット 2 1. 5 2 0.3 
打 楽 器 8 5.9 3 2.1 11 1. 4 
またH短大のピアノ所有率が50.8%と際立っているのは，都市部の学校であること，中 ・高
校 ・短大と一貫した学校であること，および家庭の経済事情が良いことなどによるものであろう。
考えるべき ことは， 楽器の普及度が即音楽の質の向上と直結していないことで，鍵盤楽器で
主にクラシッ クの曲を中心に学んで、いる割には，表13に示されているように，クラシックの愛
好率があまり高くない点である。学ぶ音楽と楽しむ音楽を区別している傾向がはっきりとみら
ることは，音楽教育に関係しているすべての指導者が考えなおすべきことであろう。
さらに，和楽器の所有数が極端に少ないのは憂慮すべきことで，近い将来ほとんどゼロに近
くなるのではないかと心配される。伝統的な音楽とそれを演奏する楽器を一部の専門家の手に
ゆだね無形文化財的な伝承に止まるならば，日本の音楽の創造的な発展はのぞめないと思われ
る。幸にも，小 ・中学校の音楽では，指導要領の改訂にさいして日本音楽に関する教材を，歌
唱・演奏 ・鑑賞の分野でかなり多くと りあげるようにうたってある。本学でもこの点に注目し
講義の中にとり入れるべく研究中である。
(6）音楽機器の所有数
ステレオ ・テープレコーダーの所有率の高いことは予想していたこ ととはいえ，表11はまさ
にテクノロ ジ一時代の姿を反映している。 これからの研究課題のーっとして，これらの機器を
学習活動の中で有効に使う方法を研究し，指導することを考えるべきである。
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表1 オーディオ機器
校 名 道女短 s H 短 H S 短 B 短 D 保専 言十
調査総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
ステ レオ
人 % 人 。／ 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
116 85.3 211 80. 8 57 87. 7 80 66.1 126 89.4 41 85.4 631 81. 7 
テープコーダ 115 84. 6 214 82.0 52 80.0 90 74.4 102 72.3 48 100 621 80.4 
ビデFオコーダー 22 16.2 5 1. 9 1 1. 5 4 3.3 4 2.8 。。36 4. 7 
(7）家庭における環境と関心度
表12 家庭環境
京支 名 道女短 s 短 H 短 H S 短 B D f呆専 言十
調査総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
父 7 5.1 4 1. 5 1 1. 5 。 。 1 2.1 13 1. 7 
母 10 7.4 7 2. 7 1 1. 5 1 0.8 。 。 19 2.5 
兄 3 2.2 5 1. 9 。 2 1. 7 2 1. 4 1 2. 1 13 1. 7 
弟 0. 7 8 3.1 2 3.1 2 1. 7 0. 7 2 4.2 16 2. 1 
宮市 8 5.9 13 5.0 4 6.2 9 7.4 11 7.8 2 4.2 47 6.1 
妹 13 9.6 27 10.3 5 7. 7 4 3.3 6 4.3 7 14.6 62 8.0 
言十 42 30.9 64 24.5 13 20.0 18 14.9 20 14.2 13 27.1 170 22.0 
表12は，両親 ・きょうだいの中で，待月ljに音楽を学習したことのある者の数を調査したもの
であるが，本学の数値が最も高い。これは，教育関係者の家庭が多いということによるものと
考えられる。また男子より女子，姉より妹の数が多いのは当然のことであろう。
(8）愛好する音楽の傾向
表13 愛好する音楽の傾向
中交 名 道女 短 s H t~ H S 短 B 短 D f果 専 言十
調査総数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
ク
人 。ん 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 人 % フ オ 114 83. 8 207 79.3 39 60.0 96 79.3 112 79. 4 45 93.8 613 79.4 
ニュー ミュー ジック 72 52. 9 205 78.5 49 75.4 89 73.6 105 74.5 44 91. 7 584 75.6 
ヰk 2事 曲 55 40.4 67 25. 7 15 23.1 50 41. 3 52 36.9 31 64.6 270 35.0 
クラシッ ク 39 28. 7 55 21. 1 23 35.4 36 27.5 26 18.4 14 29.2 195 25.3 
童 5霊 35 25. 7 42 16.1 13 20.0 37 28.2 22 15.6 24 50.0 173 22.4 
ン ヤ ズ 14 10.3 25 9.6 15 23.1 17 14.0 18 12.8 19 39.6 108 14.0 
ロ ! ク 13 9.6 28 10. 7 5 7. 7 12 9.9 20 14.2 17 35.4 95 12.3 
軽 ・映画音楽 10 7.4 11 4.2 4 6.2 9 7.4 2 1. 4 22 45.8 58 7.5 
民 E星 5 3. 7 7 2. 7 。。13 10. 7 7 5.0 10 20.8 42 5.4 
そ の f也 13 9.6 11 4.2 2 3.1 3 2.3 3 2.1 。。32 4.1 
邦 楽 2 1. 5 。。。。。。。。。。2 0.3 
設聞は， 一般的なジャンル別に複数の回答を認めて行った。集計は，数の多いものから順に
記載した。目立つ点は，ジャンルの多彩なこと，クラシ ック音楽が上位にあることである。
フォ ーク，ニューミュージックが圧倒的に支持されているのは，まさに時代風俗の反映であり，
歌謡曲が上位にあるのは，新しい民族の音楽として定着しつつある状態を示しているものと判
！折してよかろう。
この調査を，今後継続することによって，変貌していく様子がわかり，指向する方向がつか
め，さらに民族の音楽と して何か定着するものが生まれるかなど，興味深いものがある。
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(9）好きな演奏家（グループ）
表14 好きな演奏家 （グルー プ）
校 名 道女短 s 短 H 短 H S 主豆 B 短 D f呆専 計
調査総 数 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 772 人
ニエL
24 35 8 sr＇、 11.31" 乙オフコース 4 16 
フォ だークさ まさし 20 13 5 6 12 16 72 9.3 
ーユー 14 15 2 ア ス 11 11 16 69 8.9 
松山千春 21 14 3 11 16 65 8.4 
フォーク
チューリ ップ 4 5 4 4 8 16 51 6.6 
ーユー 15 10 3 10 ア ノt 11 49 6.3 
中島みゆき 20 5 3 6 10 44 5. 7 
サザンオルスタス 3 7 12 18 40 5.2 
ポyプスルモ リア 14 13 4 5 36 4. 7 
フォーク
18 12 ふきのとう 30 3.9 
ロビyクー トルス 9 11 8 28 3.6 
海 援 隊 20 20 2.6 
長沸l 岡リ 6 5 9 20 2.6 
渡ジャズ辺 貞 夫 4 6 2 8 20 2.6 
ロック
9 5 ク イ ン 4 18 2.3 
甲フォ 斐ーク バ ン ド 5 5 7 17 2.2 
ジャズ 2 日野陪正 5 7 14 1. 8 
山 下達郎 6 2 6 14 1. 8 
かフォクぐ や 姫 8 4 12 1. 6 
柳ジョ ジと 2 5 レィ ニー ウッド 5 12 1. 6 
この調査も，数を限定しないであげさせたものである。したがって表13との相関関係はかな
らずしも成立しない。それにしても， 若者は音楽を，フォーク とかニュー ミュージック といっ
たように類型別に意識して分けているのではな く，いわゆるナウな音楽として愛好しているの
がわかる。この調査も継続することによって，音楽の流れが予測でき，意義あるものになるで
あろう。
2.基礎能力の調査
(1）楽典に関する調査
表15は，別表2問1による調査結果で，基本的な楽典事項についての学生の理解度を示す。
小学校で学習された内容からの出題がほとんどで他にピアノ教本バイ エル程度の問題が含まれ
ている。
小学校で、学習される内容からの出題は，2年程度3問，3年 3問， 4年一8間，5年一5
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表15 楽典に関する調査
L三道芸 道女短 S 短 H 短 H S短 B 短 D保専 言十R間 答 人 262 人 人 人 人 人 人136 65 121 139 48 771 
1 1 四分音符 2 人 % 人 % 人 % 8人5 70J 
人 % 
4人6 95.~ 62人fi 81.~ 117 86. 0 221 84. 4 62 95. 4 95 68. 3 
2 八分音符 2 108 79. 4 232 88. 6 61 93. 8 63 52.1 91 65. 5 47 97. 9 6日2 78. 0 
3 付点四分音符 3 114 83. 8 239 91. 2 49 75. 4 67 55. 4 80 57. 6 47 97. 9 596 77. 3 
4 二分音符 3 114 83. 8 241 92. 0 61 93. 8 78 64. 5 103 74.1 43 89. 6 640 83. 0 
5 全 休符 4 88 64. 7 188 71.8 38 58. 5 64 52. 9 92 66. 2 35 72. 9 505 65. 5 
6 四分休符 2 120 8. 2 233 88. 9 63 96. 2 66 54. 5 97 69. 8 45 93. 8 624 80. 9 
7 八分休符 4 114 83. 8 225 85. 9 62 95. 4 54 44. 6 83 59. 7 45 93. 8 583 75. 6 
メゾフォルテ 6 133 97. 8 258 98. 5 64 98. 5 113 93. 3 133 95. 7 48 100 749 97. 1 
8 
やや強〈 6 126 92. 6 230 87. 8 63 96. 9 82 67. 8 107 77. 0 48 100 65fi 85.1 
ピアノ 6 130 95. 6 254 97. 0 62 95. 4 104 86. 0 124 89. 2 48 100 722 93. 6 
9 
弱 〈 6 130 95. 6 240 91. 6 63 96. 9 82 67. 8 117 84. 2 48 100 680 88. 2 
フォルテ 6 133 97. 8 256 97. 7 64 98. 5 110 90. 9 130 93. 5 48 100 741 96.1 
10 
P童 く 6 132 97. l 239 91. 2 62 95. 4 88 72. 7 122 87.8 48 100 691 89. 6 
メンfピ「7ノ 6 131 96.3 254 97. 0 64 98. 5 104 86. 0 131 94. 2 48 100 732 94. 9 
11 
やや弱〈 6 124 91. 2 230 87. 8 62 95. 4 日0 66.1 108 77. 7 48 100 652 84. 6 
クレンエンド 6 114 83. 8 213 81. 3 59 90. 8 58 47. 9 94 67. 6 43 89. 6 581 75. 4 
12 
次第に強〈 6 132 97. 1 245 93. 5 63 96. 9 106 87. 6 123 88. 5 48 100 717 93.0 
デクレシエンド 6 112 82. 4 214 81. 7 59 90. 8 60 50. 0 90 64. 7 43 89. 6 578 75. 0 
13 
次第に弱〈 6 133 97. 8 243 92. 8 63 96. 9 105 86. 8 122 87. 8 48 100 714 92. 6 
アクセント バイエル程度 66 48. 5 145 55. 3 43 66. 2 36 30.0 41 29. 5 24 50. 0 355 46. 0 
14 
とくに強〈 今 85 62. 5 141 53. 8 44 67. 7 37 30. 6 48 34. 5 34 70. 8 389 50. 5 
15 ,l，！壊に四分音符を川田打つ 6 74 54. 4 110 42. 0 36 55. 4 40 33.1 27 19. 4 26 54. 2 313 40. 6 
16 少しゆっくりと 小品事でにr,e,l'.T 38 27. 9 17 6. 5 9 13. 8 15 12.4 8 5. 8 14 29‘2 101 13.1 
17 変ロ長調 バイエル程度 34 25. 0 36 13. 7 18 27. 7 11 9.1 5 3. 6 5 10. 4 109 14. l 
18 卜音記号 3 121 89. 0 228 87. 0 60 92. 3 94 77. 7 117 84.2 40 83. 3 660 85. 6 
19 へ音記号 5 112 82. 4 211 8日5 59 90. 8 67 55. 4 95 68. 3 45 93. 8 589 76. 4 
ンヤープ 4 131 96. 3 Z』5 89. 7 62 95. 4 108 89. 3 131 94. 2 48 100 715 92. 7 
20 
半音高〈 4 122 89. 7 223 85.1 62 95. 4 84 69. 4 108 77. 7 46 95. 8 645 83. 7 
ナチュラル 4 105 77. 2 189 72.1 54 83.1 62 51. 2 81 58. 3 37 77. 0 528 68. 5 
21 
もとの音にもどす 4 115 84. 6 195 74. 4 56 86. 2 55 45. 5 71 51.1 42 87. 5 534 69. 3 
フラ yト 5 127 93. 4 240 91. 6 63 96. 9 99 81. 8 121 87.1 48 100 698 90. 5 
22 
半音低〈 5 117 86.0 227 86. 6 61 93. 8 74 61. 2 99 71. 2 47 97. 9 6お 81.l 
スラ 5 99 72. 8 160 61.1 47 72. 3 55 45. 5 76 54. 7 40 83. 3 477 61. 9 
23 
なめらかに 5 112 82. 4 181 69.1 56 86. 2 67 55. 4 76 54. 7 44 91. 7 536 69. 5 
タ イ 4 99 72. 8 165 63. 0 50 76. 9 47 38. 8 71 51. 1 41 85. 4 473 61. 3 
24 
音をつないでひ〈 小 4 102 75. 0 162 61. 8 41 63.1 56 46. 3 53 38.1 45 93. 8 529 68. 6 
フェルマータ 小4車でに応ヒて 102 75. 0 194 74.1 47 72. 3 61 50. 4 82 59. 0 43 89. 6 529' 68. 6 
25 
音を充分にのばす ， 99 72. 8 197 75. 2 50 76. 9 58 47. 9 78 56.1 36 75. 0 518 67. 2 
問， 6年 13問，学年に無関係なもの3問，計35問，バイエル程度からの出題は3聞である。
イ）小学校程度の設問の正答率
本学の場合， 2年程度84.6%, 3年一85.5%, 4年一80.5%, 5年一83.4%,6年－90.7% 
学年に無関係なもの58.6%であった。
調査対象6校の平均は，2年程度80.1%, 3年一82.0%, 4年 62. 7%, 5年一75.9%, 6 
年一85.5%，学年に無関係なもの49.6%であった。
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ロ）バイエル程度の設聞の正答率
本学の場合45.3%, 6校の平均は39.6%であった。
イ・ ロの結果，本学の学生はどの設問についても全体の平均を上回っていた。これは，地方
公立高校の出身者が85%と過半数であることと，両親が公務員，教職員等の家庭の者が45%も
いることなどによる。また，全体的に，記号の名称より実際に演奏に必要な記号の意味のほう
の正答率が上回ったことは，ピアノ等のレッスン（表3）との相関関係で理解できる。
(2) ソルフェージュ（読譜能力）に関する調査
表16は，別表2問2による調査結果で，ソルフェージュ（読譜能力）の能力を判定した。す
べて小学校で学習する曲の中から出題した。 12曲の設問のうち小学校の共通教材の中からの選
曲は新旧学習指導要領合わせて8曲（旧学習指導要領に属する曲， かたつむり， っき，われは
海の子）である。解答では，曲名のほか歌いだしの歌詞を書いたものも正解とみなした。
イ）ソルフェージュに関する調査も表15の楽典に関する設問同様，本学は全体の平均より上
回った正答率を示している。
ロ）上記12曲中 「子もりうた」の正答率が，本学，全体平均とも19.1%と極めて悪い結果を
示したのは，マスコ ミ音楽を子もりうたがわりに聞いて育った世代によるものと考えられる。
この現象も，さきに（家庭で所有している楽器の項）述べたよ うに，日本のすぐれた伝統音楽
の衰退を示す憂うべき現象であろう。
ハ）表15の楽典に関する調査では，都市出身者の多いH短大と入試の際に楽典 ・ソルフェー
ジュの試験を課しているD保専が本学をはるかに上回る好結果を示している。この基礎の上に
成立っているソルフェージュの設問では，本学 ・H短大 ・D保専ともほぼ同率であった。これ
は音楽の総合的能力では， 本学学生のほうがすぐれていると判断できる材料である。
ニ）ソルフェージュは，ピアノや歌の学習にとって同時に必要な条件であり， 切り離して考
えるべきものではなPoそれゆえソルフェージュは，将来音楽教育にたずさわろうとする者に
とっては絶対不可欠の条件である。
表16 ソルフェージュに関する調査
言守主主 道女 短 s ~ii: H ま豆 H S 短 B 短 D f呆専 言十問 答 136 人 261 人 65 人 121 人 141 人 48 人 771 人
2-1 春 カf 来 た小2 共通教材 人%25人1 95.~ 6人2 95.~ 
人 %
12人0 86] 4人8100 % 
人%
132 97.1 107 88. 4 720 93. 4 
2 お 馬 小 l 117 86.0 231 88. 2 62 95. 4 94 77. 7 114 82. 0 39 81. 3 657 85. 2 
3 も み l'. 4、4 共通教材 95 70. 0 190 72. 5 52 80. 0 53 43. 8 88 63. 3 35 72. 9 513 66. 5 
4 ノ フ ン 節道 民 謡 76 55. 9 174 66. 4 34 52. 3 48 39. 7 70 50.1 32 66. 7 434 56. 3 
5 か た つ む り小 102 75. 0 201 76. 7 56 86. 2 70 57. 9 91 51.1 39 81. 3 559 72. 5 
6 子 も り う た 小5 共通教材 26 19.1 47 17. 9 19 29. 2 22 18. 2 17 12. 2 16 33.3 147 19.1 
7 か つ 】- う小2 116 85. 3 228 87. 0 56 86. 2 75 62. 0 106 76. 3 43 89. 6 624 80. 9 
8 お tま ろ 月 夜小6 共通教材 77 56. 6 151 57. 6 40 61. 5 49 40. 5 59 42. 4 31 64. 6 407 52. 8 
9 どこ かで春が 54 39. 7 106 40. 5 33 50. 8 30 24. 8 31 22. 3 14 29. 2 268 34. 8 
10 ふ る 手 と 小6 共通教材 77 56. 6 149 56. 9 40 61. 5 40 30. 5 55 39. 6 32 66. 7 393 51. 0 
11 つ き，j、 75 55.1 155 59. 2 41 63. 1 41 33. 9 57 41. 0 29 60. 4 398 51. 6 
12われは海の子 72 52. 9 130 49. 6 38 58. 5 41 33. 9 46 33.1 25 52.1 352 45. 7 
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N 考 察
全般的には，楽器の所有数，レッスンを受けたことのある者の数が示すように，音楽が身近
なものとして目覚しい普及をみせている割には，基礎的な能力が不足していること，風俗的な
変遷の多い音楽に強い興味を示していること，更に，日本音楽が他の小数民族の音楽のように
見放されていると思われるなど，考えさせられる面が数多く浮彫りにされた。
また，本学の学生についていえば，あらゆる面でトッフクラスにある点は，喜ばしいことで
あると共に，これからの指導内容をより精選し学生の実力を高めていく努力をしなければなら
ないことを痛感した。
V 要 約
本学の学生以外の協力を得た調査はまったく初の試みで，調査の実施にあたって記入方法に
ついての説明に統ーを欠いた部分があり，資料としては完全とはいえないものも散見されるが，
総体的にはほぼ所期の目的を達成することができ，更に今後の研究を進める上に十分役立つも
のになったとイ言じている。
音楽は，言語教育と同様幼時期にこそカある指導者によって正しく指導されなければならな
いものである。高い質と幅広い内容をそなえた指導者になるよ う，幼児教育者を目指す者に強
く要求すべきである。
(1980・10・7)
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別表 1 
昭和55年度音楽に関する実態調査 No. 氏名
あてはまるものをO で囲みなさい。
記入事項は の上に正確に書きな さい。
1 貴女は高校で音楽の授業を受けま したか。
受けた者は l年 単位 2年 単位 3年 単位 計 単位
( 1単位とは週1時間の授業のことです。）
2 音楽クラブ活動の経験はありますか。 （必修クラブは含まない）
，＠、 目ドE臼ヨ
器 楽
ク フ フ 名 演奏 して いた楽器
中学
高校
学 外
（合唱はOで示す）
3 貴女は音楽の特別な指導を受けたことがありますか。
個人レッスン 音楽教室 受けたことがない
器 楽 （楽器名） 期間 （例一小1～中3)
声楽 内容 期間
4 鍵盤楽器 （ピアノ、オルガン、電子楽器）の人はどの程度進みましたか。
バイエル
番必
???
???
?
?
????
メトドローズ
ツエルニー
ブルグミュラー
ソナチネ
ソナタ
その他
5 貴女はどんな楽器を持っていますか。 （和楽器も含めて）
6 貴女の家庭にはどんなオーディオ機器がありますか。
ステレオ テープコーダー ビデオコー ダー
7 両親 ・きょうだいの中で、 特別に音楽の勉強をしたことのある人はいますか。
誰が 何を 声楽、器楽（楽器名
8 貴女はどんな傾向の音楽が好きですか。 （いくつあげても良い）
クラッシック ニューミュージック フォーク ジャズ
歌謡曲 童謡 民謡 その他
9 貴女の好きな演奏家 ・グループの名ま えをあげなさい。
50 加藤 ・桑原 ・林：本学初等教育学科新入生の音楽経験
別表2
基礎能力調査
問1
1～4の音符名を書きなさい。
5～ 7の休符名を書きなさい。
8～14の読みかたと演奏のしかたを書きなさい。
15・16について簡単に説明しなさい。
17の調号は何調で、すか。
18・19の音吉il記号名を書きなさい。
20～22の記号名と意味を書きなさし、。
23～25の記号名と意味を書きなさい。
問2
1～12はいずれも誰でも知っている歌の一部分です。
楽譜をよく読んで、、その曲名を書きなさい。曲名を忘
れた場合は歌詞の出だしの部分でもよい。
51 
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